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The State of Traditional Crafts and Marketing Problem 
 
 


















































一  主として日常生活の用に供されるものであること。  
二  その製造過程の主要部分が手工業的であること。  
三  伝統的な技術又は技法により製造されるものであること。  
四  伝統的に使用されてきた原材料が主たる原材料として用いられ、製造されるもの 
であること。  
五  一定の地域において少なくない数の者がその製造を行い、又はその製造に従事し 
ているものであること。 






































この証紙には次の 3 つの事項が明示されている。  
1 「経済産業大臣指定伝統的工芸品」の文字 
  2 伝統的工芸品の名称 
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る。3 および C に関しては伝統的原材料の確保の難しさ、4、7、D、E は伝統的工芸品の現
代市場への適応可能性、また 5、8 に関しては中小零細企業の人事労務管理であることから広
くは後継者問題に分類できる。 
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出典 「伝統的工芸品づくりの材料・道具ネットワーク データベース 生活
基盤・供給実態平成 20 年」一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会 
http://www.kougei-net.jp/2006/index.php より作成 
 















出典 「伝統的工芸品づくりの材料・道具ネットワーク データベース 生活基
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3 本研究の調査対象と調査方法 
3.1 調査対象 















































ているのは 31 品目（平成 26 年現在）ある。以下に示した図は、陶磁器の主要産地である瀬
戸市がおこなった陶磁器に関する連想の結果である。 
 



















































































































































業局 伝統的工芸品産業室、2011 年、p.6 
 













業局 伝統的工芸品産業室、2011 年、p.4  
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伝統的工芸品の様々な課題が明るみになり、産業全体にマーケティングが欠落しているこ
とが近年では指摘されるようになった（瀬戸市産業課 2012、東北産業活性化センター2004）。 

















































































































インターネットによる販売が 1％、問屋さんにお世話になっている量が 1％でした。 







































































































































































































ホームページ、最終アクセス日 2015 年 4 月 15 日） 
4) 読書感想文型、ご都合主義的引用型、要因関連図形、ディテール偏重型、引用過多型、自己主張型
などを「雑な記述」としている。詳細は佐藤（2008）を参照のこと。 






7) 日本の陶磁器のブランド化については下平尾（1973）に詳しい。その著書では 3 つの窯元のタイプ
が示されており、今日の百貨店において日本のブランド食器として展開されているのは独自の販売
組織を持ち、市場支配力を強め、問屋の存在を否定する大規模窯元である（たとえば深川製磁、香
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蘭社など）。 
8) 筆者が小売店の調査を実施したのは 2007 年秋である。この時点では、高級洋食器は引出物などの
引き合いが強く、百貨店の売り上げ全体が低迷するなかで好調な売り上げを維持しているとされて



































































14)  2009 年に都内私立大学の博物館会員および大学生を対象にヒアリング調査を実施。サンプル数は
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